
 
 
 
 
 
 
 

11月21日（木）に吹田市教育委員会主催の研修会が本校で行われました。
支援が必要な児童生徒の指導をヒントに生徒指導のあり方を考えるきっかけ
にしたいという主旨のもと開催されました。対象は市内の小中学校の指導主事、
生徒指導担当の先生方や吹田市教育委員会の方々でした。 
内容は「発達に課題のある児童・生徒の指導について」で、本校指導部が学

校施設の案内や事例発表、質疑応答を行ないました。 
 
事例発表では、 

・SST（ソーシャルスキルトレーニング）の手法を用いた指導について 
・関係機関との連携・協力や生徒理解について 
・自己肯定感、自尊感情が高まる指導について 
を取り上げました 
 
質疑応答では、行動面の指導において、行動分析の必要性や指導する際に子

どもたちの目標や「自立」について考えることの大切さをお伝えしました。研
修後にもたくさんの質問を頂き、先生方の熱い思いが伝わる研修会になりまし
た。 
 
今回は吹田市の支援学校として、支援学校のノウハウを伝える側になること

で自分たちの指導について省察する良いきっかけになりました。これからも、
さらに専門性を高め、支援学校のセンター的機能という役割を果たしていきた
いと思います。 
 

 

 


